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宝
暦
明
和
頃
の
大
坂
で
は
、
そ
れ
ま
で
雑
俳
の
中
心
で
あ
っ
た
前
句
付
興
行
が
衰
微
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
折
句
・
笠
付
．
五
文
字
が
流
行

注
1

し
、
雑
俳
の
主
流
が
こ
れ
ら
に
移
行
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
内
、
五
文
字
（
五
文
字
附
・
短
句
と
も
）
は
、
五
字
句
に
五
字
句
を
付
け

注
2

る
様
式
で
「
付
合
文
褻
が
文
褻
た
る
の
実
を
失
は
ず
し
て
圧
縮
し
得
る
極
限
の
短
小
形
式
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
知
ら
れ
る

最
初
の
撰
集
を
は
じ
め
数
種
の
書
が
明
和
二
年
に
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
翌
明
和
三
年
に
は
、
流
行
の
伝
わ
っ
た
江
戸
で
も
、
五
文
字
・

折
句
集
『
菊
多
摺
』
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
明
和
二
年
の
一
連
の
五
文
字
集
刊
行
が
、
そ
の
流
行
の
拡
大
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
五
文
字
集
個
々
の
成
立
事
情
や
そ
の
内
容
に
関
し
て
、
筆
者
は
述
べ
る
言
葉
を
持
た
な
い
が
、
大
坂
本
屋
仲
間
の
記
録
を
見
て

ゆ
く
中
で
、
こ
れ
ら
の
板
元
と
本
屋
仲
問
行
司
と
の
関
わ
り
が
、
一
連
の
出
版
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を

持
つ
に
至
っ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
事
実
関
係
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
証
明
の
出
来
な
か
っ
た
事
で
は
あ
る
が
‘
―
つ
の
可
能
性
と
し
て
の
私
見

を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

宮
田
正
信
著
『
雑
俳
史
の
研
究
』
に
は
明
和
二
年
刊
と
考
え
ら
れ
る
五
文
字
の
書
と
し
て
『
五
文
字
千
人
的
』
『
短
句
一
足
飛
』
『
五
文
字
力
草
』

雑
俳
書
の
出
版
と
行
司
組

安

永

美

恵
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『
五
文
字
丼
井
』
の
四
種
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内
『
短
句
一
足
飛
』
『
五
文
字
力
草
』
『
五
文
字
丼
井
』
は
京
都
大
学
文
学
部
と
天
理
図
書

館
綿
屋
文
庫
に
板
本
が
存
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
『
未
刊
雑
俳
資
料
』
三
十
九
期
に
京
大
蔵
本
を
底
本
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
五
文
字

千
人
的
』
は
宮
田
氏
が
「
五
文
字
の
集
と
し
て
最
も
早
い
も
の
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
『
国
書
総
目
録
』
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
所

在
の
記
載
が
無
く
、
筆
者
は
見
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
宮
田
氏
の
前
掲
書
及
び
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（
岩
波
書
店
）
の
記
述
を
参
考
と
さ

せ
て
戴
い
た
。
説
明
上
の
便
宜
の
た
め
、
京
大
本
を
中
心
に
以
下
に
板
元
・
刊
年
・
序
等
を
略
記
す
る
。

『
短
句
一
足
飛
』
横
本
（
三
ッ
切
）
一
冊
明
和
二
年
十
一
月
凡
例
書
陣
編
か

刊
記
「
明
和
二
乙
酉
年
十
一
月
／
大
坂
書
林
／
田
原
屋
乎
兵
衛
／
柏
原
屋
佐
兵
衛
／
奈
良
屋
普
助
」

『
五
文
字
力
草
』
横
本
一
冊
変
化
斎
序

奥
付
「
大
坂
書
林
／
順
慶
町
壱
丁
目
筋
／
田
原
屋
平
兵
衛
／
心
斎
橋
筋
博
労
町
／
誉
田
屋
伊
右
衛
門
／
同
町
／
糸
屋
源
助
／
心

斎
橋
筋
北
久
宝
寺
町
／
柏
原
屋
佐
兵
衛
」

（
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
本
〔
ざ
一
五
ニ
・
一
〇
〕
は
序
を
欠
く
）

『
五
文
字
丼
井
』
横
本
一
冊
瀬
川
夏
助
編
明
和
二
年
初
春
瀬
川
夏
助
（
東
明
・
蘭
薫
）
序

，＼

奥
付
は
『
五
文
字
力
草
』
に
同
じ

（
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
本
〔
ざ
一
五
ニ
・
一
〕
は
見
返
し
に
『
五
文
字
力
草
』
の
も
の
と
同
じ
変
化
斎
序
が
あ
る
。
ま

た
、
奥
付
に
代
わ
っ
て
田
原
屋
平
兵
衛
の
『
俳
諧
書
目
録
』
が
付
さ
れ
る
。
）

『
五
文
字
千
人
的
』
一
冊
明
和
二
年
正
月
序
大
阪
寺
田
普
助
・
森
川
平
八

点
者
・
作
者
と
も
に
不
明
。
書
陣
編
か

右
の
内
、
『
五
文
字
丼
井
』
の
序
者
瀬
川
夏
助
は
大
坂
の
点
者
東
明
庵
瀬
川
蘭
薫
で
、
板
元
の
抱
玉
堂
田
原
屋
平
兵
衛
と
は
と
も
に
呉
綾
斎
の

門
と
い
う
（
鈴
木
勝
忠
著
『
近
世
俳
諧
史
の
基
層
』
五
一
九
頁
）
。
綿
屋
文
庫
本
と
の
出
入
の
点
で
検
討
の
必
要
は
あ
る
が
、
『
五
文
字
力
草
』

の
変
化
斎
序
末
に
「
句
者
の
た
ね
を
ま
く
夏
助
ア
ヽ
い
か
ひ
世
話
や
き
と
か
ん
す
」
の
言
葉
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
『
五
文
字
力
草
』
も
蘭
薫
編

166 



同

力
卿

で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
以
上
の
情
報
だ
け
で
は
『
五
文
字
力
草
』
『
五
文
字
丼
井
』
『
五
文
字
千
人
的
』
の
成
立
・
刊
行
の
先
後

は
判
断
出
来
な
い
。

注
3

次
に
「
開
板
御
願
書
相
」
か
ら
こ
れ
ら
の
書
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
引
用
す
る
。

．

覚
五
文
字
附
一
足
飛
開
板
人

田
原
屋
平
兵
衛

柏
原
屋
佐
兵
衛

全
壱
冊

奈
良
屋
善
助

全
壱
冊

開
板
人
糸
屋
源
助
誉
田
屋
伊
右
衛
門

注
4

新
選
五
文
字
附
丼
井
全
一
冊

開
板
人
右
同
断
四
人

五
文
字
附
千
人
的
全
壱
冊

開
板
人
阿
波
屋
平
八

平

か

な

談

義

帳

全

五

冊

開
板
人
柏
原
屋
佐
兵
衛

右
者
新
選
禁
談
義
外
題
替

メ
五
品

右
之
書
行
司
聞
届
申
候
事

明
和
二
酉
年
十
月

「
五
文
字
附
」
が
「
五
文
字
」
「
短
句
」
に
な
る
等
、
書
名
に
多
少
の
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
先
に
掲
げ
た
書
の
開
板
願
書
の
控
え
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
『
五
文
字
千
人
的
』
の
板
元
森
川
平
八
は
阿
波
屋
平
八
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
開
板
人
に
つ
い
て
は
、
『
五
文
字
千
人

柏
原
屋
佐
兵
衛

田
原
屋
平
兵
衛

誉
田
屋
伊
右
衛
門
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的
』
に
奈
良
屋
（
寺
田
）
善
助
の
名
が
無
く
、
『
短
句
一
足
飛
』
の
開
板
人
に
誉
田
屋
伊
右
衛
門
が
参
加
し
て
い
る
と
い
う
違
い
の
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
『
五
文
字
千
人
的
』
を
除
く
三
種
の
開
板
入
に
四
陣
が
名
を
列
ね
、
内
、
誉
田
屋
・
田
原
屋
・

柏
原
屋
の
三
陣
が
共
通
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
田
原
屋
は
『
雑
俳
史
の
研
究
』
に
「
寛
延
三
年
『
三
尺
の
鞭
』
の
板
行
を
手
は
じ
め
に
宝
暦
・
明

和
年
間
を
通
じ
て
最
も
多
く
の
雑
俳
撰
集
を
手
が
け
て
ゐ
る
」
書
陣
と
さ
れ
、
殊
に
前
句
付
以
後
の
新
し
い
流
れ
と
し
て
の
折
句
集
・
笠
付
集
及

び
こ
の
五
文
字
集
の
刊
行
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
綿
屋
文
庫
本
『
五
文
字
丼
井
』
に
田
原
屋
の
俳
諧
書
目
録
が
付
さ
れ
て
い
る
点
や
、
前
に
触
れ

た
蘭
薫
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
も
、
田
原
屋
が
出
版
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
田
原
屋
と
誉
田
屋
・
柏
原
屋
と
の
関
係
を

考
え
た
時
に
思
い
当
た
っ
た
の
は
、
こ
の
三
陣
が
同
じ
行
司
組
（
後
の
篤
組
）
に
属
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
誉
田
屋
伊
右
衛
門
は
元
禄
十
一
年

注
5

の
重
版
・
類
版
取
締
り
請
願
書
を
提
出
し
た
二
十
四
人
中
の
一
人
で
、
本
屋
仲
間
発
足
当
時
か
ら
の
行
司
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
田
原
屋
乎
兵

注
6

衛
は
享
保
九
年
か
ら
享
保
十
一
年
ま
で
に
加
入
し
て
お
り
、
宝
暦
九
年
に
は
誉
田
屋
等
と
行
司
を
勤
め
て
い
る
。
柏
原
屋
佐
兵
衛
は
宝
暦
十
二
年

注
8

に
誉
田
屋
等
と
行
司
を
勤
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
三
陣
が
同
じ
組
と
し
て
行
司
を
勤
め
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
最
初
は
、
宝
暦
十
四
年
正
月
二
十
一

注
9

日
か
ら
五
月
二
十
五
日
迄
で
あ
る
。
こ
の
時
柏
原
屋
は
加
役
で
あ
っ
た
が
、
次
に
こ
の
組
が
当
番
と
な
る
明
和
二
年
九
月
（
ー
同
三
年
正
月
）
か

ら
は
本
役
と
な
り
、
明
和
四
年
（
五
月
ー
九
月
）
迄
三
陣
は
同
じ
組
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
連
の
五
文
字
書
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
に
も
こ
の
三

注
10

陣
は
当
役
と
し
て
行
司
を
勤
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
以
後
明
和
六
年
か
ら
誉
田
屋
は
は
ず
れ
る
が
、
田
原
屋
と
柏
原
屋
は
天
明
七
年
（
五
月

i

九
月
）
ま
で
、
と
も
に
篤
組
行
司
に
名
を
列
ね
て
い
る
。
以
下
に
行
司
の
業
務
日
誌
で
あ
る
「
出
勤
帳
」
か
ら
、
明
和
二
年
九
月
の
交
替
時
の
行

司
名
と
五
文
字
書
出
版
に
関
わ
る
記
事
を
引
用
す
る
。
尚
、
説
明
上
の
便
宜
の
た
め
、
私
に
番
号
を
付
し
た
。

①
明
和
二
年
九
月
廿
日

行
司
誉
田
屋
伊
右
衛
門
／
田
原
屋
平
兵
衛
／
藤
屋
弥
兵
衛
／
千
種
屋
新
右
衛
門
／
柏
原
屋
佐
兵
衛
／
神
崎
屋
清
兵
衛
／
播
磨
屋

佐
兵
衛
／
小
嶋
屋
伝
兵
衛

②
同
(
+
月
）
五
日
／
六
日
、
於
誉
田
屋
寄
会

（
中
略
）
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一
五
文
字
力
草
、
添
状
出
候
事
、
井
聞
届
候
事

③
同
(
+
月
）
十
九
日
、
於
大
宗
寄
会

（
中
略
）

一
五
文
字
一
足
飛
、
聞
届
候
事

一
新
選
五
文
字
付
、
右
同
断

一
五
文
字
千
人
的
、
右
同
断

一
平
か
な
談
義
帳
、
外
題
か
へ
右
同
断

④
十
一
月
十
三
日
／
十
四
日
、
大
惣
二
而

（
中
略
）

一
五
文
字
丼
井

一
拍
子
答
右
三
品
添
章
出
候

⑥
十
二
月
二
日
、
於
大
惣
宅

（
中
略
）

一
五
文
字
一
足
飛

一
同
千
人
的

/
添
章
出
ス

⑥
(
＋
二
月
十
四
日
か
ら
正
月
一
日
の
問
）

一
五
文
字
播
磨
式
、
添
章
出
ス

（
中
略
）
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右
之
分
於
誉
田
屋
二
出
ス

①
の
行
司
の
内
、
本
役
は
六
名
、
末
の
二
陣
は
加
役
で
あ
る
。
当
時
は
四
ヵ
月
交
替
で
あ
る
か
ら
、
翌
年
正
月
ま
で
こ
の
組
が
当
役
と
し
て
行

司
を
勤
め
る
。
誉
田
屋
は
箪
頭
行
司
と
し
て
こ
の
組
を
代
表
す
る
位
置
に
あ
り
、
自
宅
が
寄
会
の
場
と
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
③
の

「
新
撰
五
文
字
付
」
は
前
に
引
用
し
た
「
開
板
御
願
書
拍
」
の
記
載
か
ら
『
五
文
字
丼
井
』
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。
さ
て
、
右
の
記
録
か
ら

い
く
つ
か
の
事
実
が
判
明
す
る
。
ま
ず
②
③
よ
り
、
「
開
板
御
願
書
拍
」
で
は
同
一
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
た
五
種
の
書
の
内
、
実
際
に
は
『
五

文
字
力
草
』
が
他
書
よ
り
二
週
間
程
早
く
出
願
さ
れ
、
開
板
の
承
認
を
得
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
雑
俳
書
の
開
板
に
は
奉
行
所
の
赦
免
を
得
る
必

要
が
無
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
、
行
司
の
承
認
（
聞
届
け
）
だ
け
で
出
版
で
き
た
こ
と
が
こ
の
記
録
か
ら
も
確
認
で
き
る
の
だ
が
、
『
五
文
字
カ

草
』
に
関
し
て
は
、
同
時
に
添
章
（
添
状
と
も
）
も
出
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
板
元
が
出
版
・
販
売
を
極
め
て
急
い
だ
こ
と

を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
本
来
、
開
板
許
可
を
得
た
後
に
初
め
て
彫
刻
に
掛
か
り
、
書
物
が
出
来
上
が
っ
た
後
に
販
売
許
可
書
と
し
て
出
さ
れ

る
の
が
添
章
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
正
規
の
開
板
手
続
き
を
経
た
書
物
で
あ
れ
ば
、
添
章
の
出
た
時
期
が
書
物
の
完
成
時
期
と
な
る
筈
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
『
五
文
字
力
草
』
は
こ
の
時
既
に
完
成
、
ま
た
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
お
り
、
翌
日
か
ら
で
も
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
行
司
の
判
断
に
任
さ
れ
て
い
る
雑
俳
書
の
出
版
で
あ
る
か
ら
、
規
則
の
運
用
も
お
お
ら
か
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
に
し

て
も
他
に
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
素
早
さ
で
あ
る
。
聞
届
け
か
ら
添
章
が
出
る
ま
で
の
期
間
は
④
の
『
五
文
字
丼
井
』
で
一
ヵ
月
近
く
掛
か
り
、

⑤
の
二
書
で
は
一
ヵ
月
半
程
も
掛
か
っ
て
い
る
。
最
初
に
添
章
が
出
た
『
五
文
字
力
草
』
と
『
五
文
字
千
人
的
』
の
差
は
実
に
ニ
ヵ
月
に
も
な
る
。

こ
の
ニ
ヵ
月
の
間
に
『
五
文
字
力
草
』
は
五
文
字
書
出
版
に
先
鞭
を
つ
け
る
も
の
と
し
て
、
雑
俳
愛
好
者
の
評
判
を
呼
び
、
そ
の
後
の
『
五
文
字

丼
井
』
と
共
に
大
い
に
販
売
部
数
を
伸
ば
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
時
流
行
の
雑
俳
書
と
い
う
性
格
か
ら
も
、
ニ
ヵ
月
の
差
は
極
め
て
大
き
い
と

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
板
元
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
阿
波
屋
の
五
文
字
書
出
版
の
情
報
を
得
た
な
ら
ば
、
そ
れ
に
先
ん
じ
て
一
書
だ
け
で
も
、
可

能
な
限
り
早
く
世
に
出
し
た
い
と
考
え
た
筈
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
異
例
の
早
さ
で
刊
行
が
急
が
れ
た
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、
結
果
的
に
は
、
行
司
組
連
合
と
で
も
呼
び
た
い
板
元
の
三
書
は
、
一
書
と
し
て
阿
波
屋
の
『
五
文
字
千
人
的
』
に
後
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
情
を
考
え
る
時
、
筆
者
に
は
、
田
原
屋
を
中
心
と
す
る
板
元
の
三
陣
が
、
筆
頭
を
含
め
た
当
役
行
司
の
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
と
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無
関
係
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

田
原
屋
は
『
雑
俳
史
の
研
究
』
や
『
綿
屋
文
庫
連
歌
俳
諧
書
目
録
』
で
見
る
限
り
、
こ
れ
ま
で
は
単
独
板
か
他
の
雑
俳
書
陣
と
の
相
合
が
多
く
、

こ
の
よ
う
な
四
陣
も
の
共
同
出
資
の
例
は
他
に
見
掛
け
な
い
よ
う
で
あ
る
。
他
の
書
陣
が
ど
の
時
点
で
板
元
に
参
加
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

こ
の
こ
と
の
理
由
の
―
つ
に
、
は
じ
め
て
の
五
文
字
書
を
一
挙
に
三
種
も
出
版
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

勿
論
、
こ
の
計
画
は
、
そ
れ
だ
け
五
文
字
の
流
行
が
急
速
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
状
況
を
示
し
、
そ
の
過
程
で
の
判
断
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

ま
だ
実
績
の
な
い
ジ
ャ
ソ
ル
の
書
で
あ
る
だ
け
に
、
投
資
の
危
険
も
相
応
に
考
慮
さ
れ
た
こ
と
だ
と
思
う
。
こ
こ
で
雑
俳
書
出
版
に
は
あ
ま
り
関

わ
り
の
無
い
行
司
に
資
本
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
以
上
に
述
べ
て
き
た
開
板
手
続
き
の
面
か
ら
も
、
ま
た
五
文
字
書
出
版
を
半
ば
独
占
で
き

る
と
言
う
点
で
他
の
雑
俳
書
陣
と
の
競
争
関
係
に
於
い
て
も
、
有
効
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
柏
原
屋
佐
兵
衛
に
は
明
和
年
間
刊
と
さ
れ

注
1
1

る
前
句
付
集
一
冊
と
清
書
所
覚
雫
等
編
の
『
は
い
か
い
蚤
の
息
』
の
出
版
が
あ
る
が
、
柏
原
屋
は
狂
歌
集
を
多
く
出
版
し
た
他
、
多
種
類
の
書
を

取
り
扱
っ
た
書
陣
で
、
こ
の
雑
俳
書
も
田
原
屋
と
行
司
を
共
に
勤
め
る
関
係
か
ら
、
む
し
ろ
こ
の
五
文
字
書
出
版
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
縁
と
な
っ

て
の
出
版
と
も
考
え
ら
れ
る
。
菅
竹
浦
撰
『
狂
歌
書
目
集
成
』
（
昭
1
1
・
星
野
書
店
、
昭
52
．
臨
川
書
店
）
に
拠
れ
ば
、
田
原
屋
も
享
保
年
中
か

ら
狂
歌
書
を
出
版
し
て
お
り
、
寛
延
三
年
に
は
こ
の
二
陣
が
板
元
と
な
っ
た
『
狂
歌
手
馴
れ
の
鏡
』
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
営
業
上

の
関
係
も
あ
っ
た
後
に
、
柏
原
屋
が
田
原
屋
と
同
じ
行
司
組
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
尚
、
田
原
屋
は
安
永
三
年
十
月
に
和
泉
屋
卯
兵
衛
と
の
相

注
1
2

合
で
『
誹
諧
五
文
字
秘
事
』
の
開
板
願
い
を
出
し
た
こ
と
が
「
開
板
御
願
書
担
」
及
び
「
新
板
願
出
印
形
帳
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
書
の

所
在
を
筆
者
は
知
ら
な
い
が
、
「
出
勤
帳
」
に
拠
れ
ば
、
安
永
四
年
九
月
二
十
日
に
添
章
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
添
章
が
出
さ
れ
た
の
は
前
行
司
か
ら
篤
組
、
す
な
わ
ち
田
原
屋
が
所
属
す
る
組
が
行
司
役
を
引
き
継
い
だ
日
で
、
こ
の
一
書
の
み
添

章
が
出
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
田
原
屋
等
が
阿
波
屋
の
出
版
を
意
識
し
て
『
五
文
字
力
草
』
の
刊
行
を
急
い
だ
に
し
て
も
、
③
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
阿
波
屋
と
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田
原
屋
等
が
同
時
に
開
板
願
い
を
出
す
の
は
偶
然
と
は
考
え
難
い
。
む
し
ろ
何
ら
か
の
意
図
的
な
操
作
が
行
わ
れ
た
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

事
前
に
申
し
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
か
、
或
い
は
行
司
に
差
し
出
さ
れ
た
原
稿
を
握
っ
た
ま
ま
こ
の
日
迄
放
置
し
た
か
。
後
者
の
よ
う
な
不
正
は
ま

ず
無
理
で
あ
ろ
う
と
思
え
る
が
、
か
と
い
っ
て
阿
波
屋
自
身
と
田
原
屋
等
と
の
繋
が
り
に
関
し
て
も
不
明
で
あ
る
。
阿
波
屋
平
八
は
、
堆
路
館
と

称
し
、
洒
落
本
『
秘
事
真
告
』
を
出
版
し
た
が
、
こ
の
書
は
宝
暦
七
年
七
月
に
無
許
可
出
版
を
理
由
に
本
屋
仲
間
内
の
自
主
規
制
に
よ
る
絶
板
処

注
13

注
U

分
を
受
け
て
い
る
。
宝
暦
十
二
年
に
は
『
満
宝
塵
劫
記
大
成
』
を
刊
行
。
明
和
元
年
九
月
二
十
一
日
か
ら
翌
二
年
正
月
二
十
一
日
ま
で
は
、
吉
文

字
屋
市
兵
衛
を
筆
頭
と
す
る
組
の
加
役
と
し
て
行
司
を
勤
め
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
活
動
は
、
「
出
勤
帳
」
に
「
右
行
司
中
出
勤
之
用
事
書
、
相

注
15

見
江
不
申
候
」
と
あ
る
如
く
、
記
録
自
体
が
欠
落
し
て
い
る
た
め
に
全
く
分
か
ら
な
い
。
た
だ
こ
の
時
の
行
司
に
糸
屋
源
助
が
含
ま
れ
る
こ
と
が

や
や
気
に
な
る
。
『
五
文
字
千
人
的
』
の
出
版
は
こ
の
行
司
役
を
終
え
た
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
後
、
明
和
五
年
正
月
に
起
こ
っ
た
家
質
奥
印

差
配
所
騒
動
に
取
材
し
、
打
ち
壊
し
の
主
人
公
を
朝
比
奈
に
見
立
て
た
絵
入
り
本
『
梅
花
香
仁
王
門
日
』
を
事
件
直
後
に
出
版
し
た
。
本
は
絶
板

注
16

処
分
と
な
り
、
当
人
は
大
坂
三
郷
構
い
の
処
分
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
同
年
十
二
月
に
は
本
屋
仲
間
を
退
い
た
が
、
翌
六
年
七
月
に
悴
太

注
17

三
郎
が
再
び
仲
間
に
加
入
し
て
い
る
。
尚
、
井
上
隆
明
著
『
近
世
書
林
板
元
総
覧
』
に
は
刊
行
書
と
し
て
『
迎
駕
篭
死
期
茜
染
』
を
挙
げ
る
が
、

明
和
八
年
初
浪
の
浄
瑠
璃
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
太
三
郎
が
平
八
を
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
阿
波
屋
平
八
に
関
す
る
資
料
は
少
な
く
、

確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
時
流
を
素
早
く
捉
え
、
大
衆
読
者
の
要
求
に
応
え
る
出
版
活
動
で
あ
っ
た
か
と
想
像
す
る
。
こ
の
時
期
に
五
文
字

書
を
企
画
し
た
こ
と
は
的
確
な
判
断
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
阿
波
屋
と
田
原
屋
等
と
の
間
に
何
ら
か
の
申
合
せ
が
存
し
た
と
仮
定
す
る
と
、
現
時
点
で
こ
の
二
者
間
を
結
ぶ
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、

行
司
を
共
に
勤
め
た
糸
屋
源
助
と
、
宮
田
氏
の
紹
介
に
よ
る
『
五
文
字
千
人
的
』
の
共
同
版
元
、
奈
良
屋
普
助
で
あ
る
。
し
か
し
、
阿
波
屋
と
彼

ら
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
雑
俳
書
出
版
と
の
関
わ
り
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
糸
屋
源
助
は
絵
本
や
浄
瑠
璃
本
、

注
18

端
唄
本
を
多
く
出
版
し
て
い
る
書
陣
で
あ
る
が
、
池
流
亭
松
泉
編
の
『
俳
諧
続
後
薦
原
鳥
』
を
宝
暦
三
年
に
求
板
刊
行
し
て
お
り
、
既
に
雑
俳
書

出
版
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一
方
の
奈
良
屋
善
助
は
、
堂
号
を
会
友
堂
と
言
い
、
会
友
堂
主
人
・
田
思
明
な
ど
の
名
で
自
ら
著

し
た
『
唱
曲
弁
疑
』
『
改
正
拍
子
笙
内
百
番
』
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
謡
本
を
多
数
出
版
し
た
書
陣
で
あ
る
。
こ
の
他
特
に
雑
俳
書
出
版
に
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先
に
引
用
し
た
「
出
勤
帳
」
の
記
録
⑥
に
「
五
文
字
播
磨
式
」
と
い
う
書
名
が
見
え
る
。
「
開
板
御
願
書
相
」
に
こ
の
書
名
は
見
当
た
ら
な
い

が
、
添
章
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
も
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
所
蔵
の
『
播
磨
式
』

が
こ
れ
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。

『
播
磨
式
』
は
小
本
型
横
本
の
一
冊
物
で
、
形
態
は
『
五
文
字
力
草
』
や
『
五
文
字
丼
井
』
と
ほ
ぼ
同
じ
。
月
花
堂
言
酔
の
序
に
「
花
に
な
く

し

り

づ

け

そ

う

し

や

う

ゑ

る

ひ

ろ

う
ぐ
ひ
す
水
に
す
む
河
太
郎
い
づ
れ
か
尻
附
の
五
文
字
を
せ
ざ
る
は
あ
ら
ざ
ら
ん
（
中
略
）
播
磨
宗
匠
の
評
し
選
慮
の
五
文
字
を
拾
ひ
あ
つ
め
て

す
な
は
ち

則
は
り
ま
し
き
と
題
し
（
後
略
）
」
と
あ
る
如
く
播
磨
宗
匠
の
撰
に
な
る
尻
取
り
の
句
法
の
五
文
字
集
で
あ
る
。
『
短
句
一
足
飛
』
と
同
様
に
、

付
句
の
頭
字
に
よ
っ
て
例
句
を
い
ろ
は
分
け
に
し
た
も
の
で
、
い
ろ
は
分
け
そ
れ
ぞ
れ
の
丁
数
を
記
し
た
目
次
が
備
わ
っ
て
い
る
。
奥
付
は
次
の
通
り
。

明
和
二
年
乙
酉
／
初
乃
秋

田
原
屋
平
兵
衛

版

瀬
戸
物
屋
伊
八
郎

布
屋
佐
兵
衛

浪
華

奈
良
屋
普
助

本
書
の
撰
者
、
序
者
に
つ
い
て
筆
者
に
は
全
く
分
か
ら
な
い
が
、
注
目
し
た
い
の
は
刊
記
で
あ
る
。
板
元
名
の
両
端
、
田
原
屋
と
奈
良
屋
の
名
は

中
央
の
二
陣
よ
り
一
段
低
く
、
や
や
右
に
傾
い
た
状
態
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
両
端
の
二
陣
の
名
の
部
分
だ
け
が
板
木
に
墨
が
馴
染

ん
で
い
な
い
ら
し
く
、
掠
れ
と
墨
滴
の
滲
み
が
著
し
い
。
そ
の
た
め
単
な
る
入
木
と
い
う
よ
り
、
後
に
刷
加
え
た
、
或
い
は
極
端
な
言
い
方
を
す

れ
ば
、
後
に
捺
し
た
も
の
か
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
田
原
屋
と
奈
良
屋
の
名
が
後
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

あ
る
ま
い
。
こ
の
事
情
を
想
像
す
る
と
‘
―
つ
に
は
い
ろ
は
分
け
形
式
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
田
原
屋
等
の
五
文
字
書
は
三
書
と
も
い
ろ
は
分

四

関
わ
っ
た
例
を
知
ら
な
い
が
、
五
文
字
書
の
出
版
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
所
で
も
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
を
次
に
述
べ
た
い
。
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け
の
形
式
で
、
天
理
本
『
五
文
字
丼
井
』
に
付
さ
れ
た
『
俳
諧
書
目
録
』
に
も
い
ろ
は
分
け
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
目
録
で

は
「
折
句
道
具
探
」
「
は
い
か
い
礎
」
に
つ
い
て
も
い
ろ
は
分
け
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
実
用
的
な
形
式
が
販
売
時
に
有
効
な
意
味

を
持
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
え
る
が
、
当
時
、
書
物
の
形
式
に
つ
い
て
も
事
実
上
板
株
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た

注
19

事
で
あ
り
、
田
原
屋
が
五
文
字
書
に
於
け
る
こ
の
有
利
な
形
式
を
、
大
坂
本
屋
仲
問
内
で
の
板
株
と
し
て
主
張
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
雑
俳

史
の
研
究
』
に
拠
れ
ば
『
五
文
字
千
人
的
』
は
尻
取
り
の
句
法
の
集
で
は
あ
る
が
、
い
ろ
は
分
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
奈
良
屋
に
つ
い

て
も
同
様
に
考
え
る
な
ら
ば
、
尻
取
り
の
句
法
を
用
い
た
三
書
の
板
元
で
あ
る
こ
と
が
―
つ
の
手
掛
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ

れ
も
『
雑
俳
史
の
研
究
』
に
「
（
『
五
文
字
千
人
的
』
の
序
を
受
け
て
）
「
だ
ん
／
＼
の
句
法
」
と
は
尻
取
り
の
句
法
を
さ
し
た
も
の
で
、
こ
れ
が

五
文
字
の
基
準
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
」
と
あ
り
、
こ
の
五
文
字
と
い
う
様
式
の
基
準
と
な
る
句
法
を
書
物
の
一
形
式
と
見
倣
し
、
そ
こ
に
版

権
を
認
め
る
と
い
う
の
は
現
実
的
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、

書
形
以
外
の
形
式
を
同
じ
く
す
る
『
短
句
一
足
飛
』
の
板

元
と
し
て
、
田
原
屋
と
と
も
に
類
板
・
差
構
い
を
言
い
立
て
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
『
播
砦
式
』
が
無
許
可
出
版
で

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
仮
説
で
あ
る
。
刊
記
通
り
に
出
版
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
の
書
こ
そ
最
も
早
く
刊
行
さ
れ
た
五
文
字
集
で
あ
り
、
田
原
屋

等
の
介
入
の
余
地
は
無
い
筈
で
あ
る
。
ま
た
、
無
許
可
出
版
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
板
株
の
問
題
と
は
別
の
事
情
も
考
え
ら
れ
る
。
無
許
可
で
出
版

し
た
場
合
、
絶
板
処
分
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
『
近
世
書
林
板
元
総
覧
』
に
も
他
に
刊
行
書
の
例
が
見
ら
れ
な
い
瀬
戸
物
屋
と
布
屋
が
、

仮
に
草
紙
屋
な
ど
の
本
屋
仲
間
外
の
者
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
更
に
論
議
の
余
地
は
無
い
こ
と
に
な
る
。
『
播
磨
式
』
の
刊
記
に
あ
る
初
秋
か
ら
、

「
出
勤
帳
」
の
記
録
⑥
の
十
二
月
と
の
間
に
は
約
五
ヵ
月
と
い
う
大
き
な
時
間
差
が
あ
る
。
出
版
情
報
に
は
敏
感
で
あ
り
、
読
者
層
と
な
る
雑
俳

関
係
者
と
の
交
流
も
多
い
筈
の
田
原
屋
等
が
、
こ
の
間
『
播
磨
式
』
の
刊
行
に
全
く
気
付
か
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
出
版
後
の
早
い
時
期

に
そ
の
販
売
を
押
さ
え
、
交
渉
に
掛
か
り
、
自
家
の
五
文
字
書
を
全
て
刊
行
し
終
え
た
こ
の
時
期
に
、
自
分
達
が
板
元
に
加
わ
る
か
た
ち
で
添
章

を
出
す
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
開
板
願
い
が
出
さ
れ
た
形
跡
が
無
く
、
添
章
だ
け
が
出
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
も
こ
の
よ
う
な
事

情
の
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
に
判
断
を
下
す
の
は
行
司
で
あ
り
、
田
原
屋
自
身
と
三
種
の
五
文
字
書
出
版
に
関

わ
っ
た
本
屋
が
行
司
で
あ
る
こ
と
は
、
充
分
に
圧
力
と
成
り
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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さ
て
、
奈
良
屋
善
助
は
既
に
宝
暦
十
四
年
（
五
月
ー
九
月
）
に
秋
田
屋
市
兵
衛
等
と
と
も
に
加
役
と
し
て
行
司
を
勤
め
た
経
験
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
後
、
明
和
七
年
九
月
か
ら
本
役
と
し
て
篤
組
、
す
な
わ
ち
田
原
屋
等
の
属
す
る
行
司
組
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
（
寛
政
九
年
ま
で
）
。
こ
の

こ
と
に
意
味
を
見
出
す
べ
き
で
あ
る
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
こ
れ
迄
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
出
版
活
動
上
の
関
係
か
ら
奈
良
屋
が
篤
組
の
行
司
と
な
っ

た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
か
と
言
う
点
に
つ
い
て
、
筆
者
に
は
明
確
な
判
断
は
出
来
な
い
。
こ
の
件
に
関
す
る
資
料
も
な
く
、
全
く
の
偶
然
と
も

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
可
能
性
と
し
て
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
当
時
、
大
坂
本
屋
仲
間
の
行
司
は
五
つ

の
組
か
ら
成
り
、
そ
の
五
組
が
交
替
で
行
司
役
を
勤
め
て
い
た
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
活
字
と
な
っ
た
現
在
、
そ
の
記
録
を
読
め

,_ 
ノ‘

と
こ
ろ
で
、
奈
良
屋
善
助
が
こ
こ
で
も
田
原
屋
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
に
典
味
を
覚
え
る
。
そ
こ
で
奈
良
屋
と
、
こ
の
時
の
行
司
組
と

の
関
わ
り
と
い
う
点
か
ら
見
直
す
と
、
「
出
勤
帳
」
の
記
録
（
前
掲
④
）
か
ら
、
「
拍
子
答
」
と
い
う
書
が
『
五
文
字
丼
井
』
と
と
も
に
添
章
を

得
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
の
書
は
「
開
板
御
願
書
担
」
に
「
素
謡
拍
子
答
」
の
書
名
で
載
る
も
の
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
作
者
は
寺
田

善
右
衛
門
、
開
板
人
は
奈
良
屋
善
助
で
明
和
二
年
八
月
の
出
願
で
あ
る
。
作
者
は
そ
の
姓
名
か
ら
奈
良
屋
善
助
の
近
親
者
、
例
え
ば
父
親
な
ど
で

あ
っ
た
か
、
或
い
は
奈
良
屋
善
助
の
別
称
で
あ
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る
。
出
願
時
期
か
ら
考
え
る
と
、
一
連
の
五
文
字
書
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
開
板

作
業
が
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
の
実
物
に
当
た
っ
て
の
確
認
は
出
来
て
い
な
い
の
だ
が
、
天
明
か
ら
寛
政
頃
の
も
の
か
と
考
え
ら

れ
る
柏
原
屋
佐
兵
衛
の
『
永
昌
堂
板
行
書
目
抜
書
』
（
ゆ
ま
に
書
房
『
近
世
出
版
広
告
集
成
』
第
一
巻
所
収
）
に
こ
の
「
素
謡
拍
子
答
」
が
載
せ

ら
れ
て
お
り
、
板
元
と
し
て
柏
原
屋
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
『
短
句
一
足
飛
』
で
共
に
板
元
と
な
っ
て
い
る
こ
と

と
関
係
が
あ
る
こ
と
な
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
奈
良
屋
善
助
が
田
原
屋
以
外
に
も
、
こ
の
行
司
組
に
属
す
る
書
陣
と
出
版
活
動
上
の
関

わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

五
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2
 

ー

注
20

ば
誰
で
も
す
ぐ
に
気
付
く
こ
と
だ
が
、
行
司
の
メ
ソ
バ
ー
は
、
蒔
田
稲
城
氏
が
想
定
さ
れ
た
よ
う
な
本
屋
仲
間
の
当
番
組
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
の

で
は
な
く
、
新
た
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
の
み
五
組
の
行
司
た
ち
だ
け
で
後
任
を
選
定
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
多
く
の
メ
ソ
バ
ー
が
固
定
化
し

て
い
る
。
本
屋
仲
間
の
記
録
を
読
む
う
ち
に
、
筆
者
は
、
彼
ら
の
関
係
が
単
に
当
番
と
し
て
仲
問
の
事
務
処
理
を
共
に
行
っ
て
い
る
、
と
い
う
だ

け
で
は
な
い
よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
き
た
。
本
稿
は
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
仮
説
、
想
像
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
証

拠
の
な
い
極
め
て
足
元
の
危
う
い
も
の
で
あ
る
。
活
発
な
活
動
を
続
け
る
書
陣
は
行
司
が
ど
の
組
で
あ
る
か
に
関
わ
ら
ず
次
々
と
開
板
し
、
板
元

も
行
司
と
は
無
関
係
に
決
ま
る
こ
と
の
方
が
一
般
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
安
永
四
年
十
一
月
出
願
の
「
頓
阿
自
発
句
」
が
、
奈
良
屋
善

助
を
校
合
人
と
し
、
柏
原
屋
佐
兵
衛
を
開
板
人
と
し
て
お
り
（
「
開
板
御
願
書
拍
」
）
、
し
か
も
こ
の
出
願
時
に
彼
ら
の
属
す
る
篤
組
が
行
司
を
勤

め
て
い
た
と
い
う
事
実
を
前
に
し
た
時
、
作
者
（
こ
こ
で
は
校
合
人
）
・
板
元
・
出
版
時
期
と
の
間
に
、
当
時
の
行
司
組
と
い
う
組
織
が
何
が
し

か
の
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
る
の
で
は
な
い
か
、
或
い
は
、
五
文
字
書
の
出
版
に
関
す
る
仮
説
と
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
こ

の
機
構
上
の
関
係
を
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
え
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
、
こ

れ
迄
筆
者
が
漠
然
と
し
た
印
象
と
し
て
抱
い
て
き
た
事
柄
を
、
具
体
的
に
示
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
一
例
と
し
て
、
明
和
二
年
の
五
文
字
書
出

版
を
考
え
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

宮
田
正
信
著
『
雑
俳
史
の
研
究
』
（
昭
和
47
年
、
赤
尾
照
文
堂
）
に
拠
る
。
特
に
「
第
五
章

を
参
考
に
し
た
。

注

1
に
同
じ
。
同
書
三
二

0
頁
よ
り
引
用
。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
編
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
十
七
巻
「
開
板
御
願
書
相
二
」
一
七
頁
よ
り
引
用
。

『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
で
は
書
名
を
「
新
選
五
文
字
附
」
と
し
、
こ
れ
に
拠
っ
た
『
国
書
総
目
録
』
も
「
新
選
五
文
字
附
」

注

雑
俳
の
展
開

四

明
和
安
永
期
の
雑
俳
」
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の
項
を
立
て
る
が
、
こ
れ
ら
は
『
五
文
字
丼
井
』
と
同
書
と
見
倣
し
て
よ
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

5

『
大
坂
本
屋
仲
問
記
録
』
第
八
巻
「
差
定
帳
」
及
び
「
鑑
定
録
」
に
拠
る
。

6

『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
八
巻
「
差
定
帳
」
に
拠
る
。

7

注
6
に
同
じ
。
同
書
三
六
・
三
七
頁
。

8

『
大
坂
本
屋
仲
問
記
録
』
第
九
巻
「
裁
配
帳
」
九
六
・
九
八
頁
。

9
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
一
巻
「
出
勤
帳
こ
に
拠
る
。
以
下
「
出
勤
帳
」
の
記
録
内
容
は
、
全
て
こ
れ
に
拠
っ
た
。

10

「
出
勤
帳
」
安
永
四
年
九
月
二
十
日
及
び
二
十
六
日
の
記
録
に
名
前
譲
り
の
事
が
記
さ
れ
、
こ
の
代
替
わ
り
の
後
、
天
明
八
年
五
月
か
ら

は
慎
組
に
加
わ
っ
て
い
る
。

r

11

天
理
図
書
館
編
『
綿
屋
文
庫
連
歌
俳
諧
書
目
録
』
に
拠
る
。

12

『
大
坂
本
屋
仲
問
記
録
』
第
十
四
巻
「
新
板
願
出
印
形
帳
こ
に
拠
る
。

1
3
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
八
巻
「
差
定
帳
」
一
番
〔
三
十
三
〕
及
び
『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
巻
末
の
「
絶
版
書
目
」
に
拠

る。

4
 
ー5
 
ー6
 
ー7
 
ー

矢
島
玄
亮
著
『
徳
川
時
代
出
版
者
出
版
物
集
覧
続
編
』
（
昭
和
51
年

『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
九
巻
「
裁
配
帳
」
―
二
頁
。

前
掲
「
絶
版
書
目
」
、
『
大
阪
府
史
』
第
六
巻
第
五
章
第
一
節
「
田
沼
期
の
社
会
情
勢
」
に
拠
る
。

次
の
「
出
勤
帳
」
の
記
録
に
拠
る
。

「
出
勤
帳
一
番
」
（
明
和
五
年
十
二
月
）

一
今
十
一
日
、
仲
間
人
数
帳
之
内
、
順
慶
町
五
丁
め
阿
波
屋
平
八
仲
間
退
候
、
張
紙
二
地
方
役
所
へ
出
ル
（
後
略
）

「
出
勤
帳
二
番
」
（
明
和
六
年
）

七
月
廿
五
日
寄
合

萬
葉
堂
書
店
）

に
拠
る
。
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（
中
略
）

七
月
九
日

一
あ
わ
屋
太
三
郎
義
此
度
仲
間
へ
加
入
、
是
ハ
あ
わ
屋
平
八
悴
二
而
候
、
右
親
平
八
当
正
月
三
郷
御
構
、
諸
式
ハ
妻
子
へ
被
下
候
、
帳
面
ハ

御
番
所
へ
上
り
有
之
候
所
、
先
月
丁
内
年
寄
御
召
被
為
成
、
右
帳
面
不
残
平
八
悴
太
三
郎
へ
被
為
下
候
間
、
売
か
け
取
集
メ
渡
世
可
仕
候
、

若
不
埒
之
者
有
之
候
ハ
ヽ
、
御
番
所
へ
訴
出
候
様
被
為
仰
渡
候
趣
、
年
寄
今
利
屋
作
兵
衛
殿
二
聞
合
候
二
付
、
右
あ
わ
屋
平
八
本
屋
株
除
キ

か
た
く
、
則
悴
太
三
郎
加
入
仕
候
二
付
□

口
口
候
、
尤
顔
見
せ
金
と
し
て
、
金
弐
百
疋
井
か
け
せ
ん
滞
銭
九
百
文
と
請
取
、
加
入
相
済
候
、

当
日
東
御
番
所
地
方
役
所
へ
、
太
三
郎
召
連
、
河
内
屋
八
三
郎
人
別
帳
へ
書
入
仕
相
済
候
、
月
番
天
満
組
惣
会
所
も
右
同
断
二
候

18

『
綿
屋
文
庫
連
歌
俳
諧
書
目
録
』
に
拠
る
。

19

蒔
田
稲
城
著
『
京
阪
書
籍
商
史
』
第
二
部
第
四
章
「
板
株
（
板
木
株
）
」
及
び
第
五
章
第
二
節
「
類
板
紛
議
」
。
類
板
・
差
構
紛
議
の
代
表

的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
形
式
が
問
題
と
な
っ
た
節
用
集
に
関
し
て
は
、
第
十
五
章
「
節
用
集
類
と
大
阪
本
屋
仲
間
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
節
用
集
の
問
題
は
佐
藤
貴
裕
氏
に
よ
り
「
近
世
後
期
節
用
集
に
お
け
る
引
様
の
多
様
化
に
つ
い
て
」
（
「
国
語
学
」
一
六
〇
集
、

一
九
九

0
)
「
近
世
節
用
集
の
類
板

I

そ
の
形
態
と
紛
議
結
果
ー
」
（
「
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
」
第
ニ
―
号
一
九
九
三
）
で
詳
細

な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

20

『
京
阪
書
籍
商
史
』
第
二
部
第
二
章
「
役
員
」
第
一
節
「
行
司
の
職
制
」
の
中
で
「
是
よ
り
先
き
、
大
阪
本
屋
仲
問
を
五
組
即
ち
、
慎
組
、

審
組
、
博
組
、
明
組
、
篤
組
に
分
っ
た
。」
と
し
、
「
而
し
て
行
司
は
当
番
に
な
っ
た
組
か
ら
選
ば
れ
た
。
」
と
す
る
。
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